
令和７年度「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト 
「交通空白」解消緊急対策事業の採択について 

 

　このことについて、事業採択となりましたので報告します。 

 

　１　公募主体　　国土交通省 

令和７年度「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト事務局 

（受託事業者：株式会社東急エージェンシー） 

２　公募目的　　全国の「地域の足」「観光の足」を確保するため、喫緊の課題である「交

通空白」の解消に向けた取り組みを後押しし、加えて、地域の多様な関係

者が連携・協働することで、地域交通の維持・活性化を図る事業を公募す

るもの。 

　３　採択年月日　令和７年４月 28 日 

　４　採択自治体　鳥取県倉吉市 ほか計 199 件 

　５　応募・採択事業の概要　 

　　　(１)　事業名称　関金地区から進化する「倉吉シュタットベルケ」の構築に向けた 

　　　　　エネルギー・拠点×交通のリ・デザイン推進事業 

　　　(２)　事業内容　関金地区の実証運行を継続し、本格運行に向けた準備を行うととも

に、同じ課題を抱える北谷・高城地区への横展開を検討するもの。 

ア 関金地区 

（予約型乗合タクシーの実証運行／公共ライドシェアの導入準備／関金地

区内の拠点等と連携した利用促進／効率的な路線バスダイヤの検討／待

合環境整備の方向性の検討） 

イ 北谷・高城地区 

（住民ニーズ及び移動実態の把握／地域の実情に合った公共交通ネットワ

ークの検討） 

ウ 共通 

（再生可能エネルギーを活用した持続可能な仕組みの検討） 

　　　(３)　事業期間　令和７年度末まで 

（ただし、国庫補助金の事業対象期間は、令和８年２月末まで。） 

　６　対象事業費及び支援額（見込） 

※国庫補助金の補助率：5,000 千円まで定額、5,000 千円を超える部分の 2/3（上限１億円） 

※県補助金の補助率：1/2

 歳入 歳出

 国庫補助金 24,620 システム導入・運営費、検討会開催、乗

合タクシー運行経費、アンケート作成・

データ集計、再編計画検討 ほか

41,305

 県補助金 8,342

 
自己財源 8,343

 計 41,305 計 41,305

［資料２］



関金地区から進化する「倉吉シュタットベルケ」の構築に向けた
エネルギー・拠点×交通のリ・デザイン推進事業

応募様式１

倉吉市
事業の基礎情報
事業実施地域 倉吉市関金地区・北谷地区・高城地区

「交通空白」リストに位
置づけている地区名等 関金地区、北谷地区、高城地区

事業の主体 倉吉市

新たに導入する
交通サービス 公共ライドシェア（※将来的には電力会社が運行主体となることを想定）

（事業実施手順・スケジュール）
取組の概要
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①乗合タクシーのサービス内容見直し（実証運行継続） 倉吉市、日交

②公共ライドシェアに向けた準備（ドライバー募集等） 倉吉市、地区振

③貨客混載や介護施設等の他分野との共創検討 倉吉市

④実証運行に係る評価検証 倉吉市

北
谷
・
高
城

⑤移動実態および利用者ニーズの把握
　（住民アンケート、ヒアリング、路線バス利用状況分析）

倉吉市、日ノ丸自動車、日交

⑥住民との合意形成（住民説明会等） 倉吉市、地区振、NPO

⑦実証運行計画検討
倉吉市、日ノ丸ハイヤー、日ノ丸自
動車

⑧地域公共交通会議 倉吉市

R6年10月より実証を開始している関金乗合タクシーのサービス内容の改善・見直しや路線バスのダイヤ再編等の検討を進めるとともに、公共ライドシェアに向け
た住民ドライバーの募集や関金庁舎の利活用の検討を進める。また、高城・北谷エリアでは、現在運行する乗合タクシーのサービス内容を見直し、路線バスの再
編を見据え、西倉吉への乗り入れを検討するとともに、拠点整備の検討をすすめる。以上の交通再編と本格運行に向けた準備を進めながら、再生可能エネル
ギーを活用した持続可能な仕組みの検討を行う。
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